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本研究は沖縄県島尻郡渡名喜村を対象に、津波災害に対する被害軽減のため

に、基礎的な地域分析と住民を対象としたアンケート調査より現状の課題整理

を行った。この村は人口が 440 人、高齢化率が約 40%という限界集落に近い状

況にあり、高齢者のみの世帯が 30%を占めている。また、集落が伝統的建築物

群保存地区に指定されているため、高層建物を建設することができない。 

得られた主な課題として、人のつながりに関する調査より、避難時に援助を

要する可能性が高い高齢者と援助する側となる若者との関係がほとんどないこ

と明らかになった。また、津波に対する意識については、津波が来襲したとき

に甚大な被害が出ると考えているが、実際に津波注意報が出たときに避難して

いない人が多いことが明らかになった。 
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